
 

戸田市薬剤師会 定例理事会議事録       

 

日 時 令 和 ４ 年 ２ 月 １ ５ 日

13:00~16:00 

 

出席者 

染川、野口、武長、小澤、鎌田、

鯨井、芹澤、宮下由 

場 所 多世代交流館 A 会議室 

 

議 題 

 

1. 報告事項 

• 薬学生実務実習委員会   

• 注射針回収事業について  

• 学術講演会について  

• 薬薬連携研修会について  

• 戸田市自立支援型地域ケア会議助言者推薦の件 

 

2. 検討事項 

• 災害時対応マニュアルの周知と戸田市における体制構築のための意見交換 資料添付 

• ステッカーデザインについて  

• 医薬品の供給問題について 

 

3. その他 

• 戸田市薬剤師会活動確認  

• 診療報酬改定について 

• 抗原検査・PCR検査キットについて 

• 新型コロナ治療薬について 

• フードバンクへの協力について 

• その他 

 

 

会議内容 

1.報告事項 

• 薬学生実務実習委員会について、染川会長より佐貫委員長に代わって文書代読。 

薬学生実務実習委員会 佐貫理事 

今月から令和4年度の第Ⅰ期の実習が始まります。 

このような状況なのでとりあえずイオン店での実習は今の所延期とさせていただき、状況を見ながら、またイオン

店の竹重先生と相談しながら再開できたらと考えております。 

記録日 R4.2.15 

記録者 芹澤 



また芹沢先生からご指摘頂いた実習の質の担保に置きましては各指導薬剤師の先生にガイドラインの見直しを

お願いして、出来る範囲で色々なことを経験させていただきますようお願い致しました。特に服薬指導に関しまし

ては継続した指導ができるようにお願いしてあります。 

また自薬局で難しい実習に関しましては引き続き薬剤師会にご協力をお願い致したいと思います。 

 

• 注射針回収事業について  

染川会長、野口副会長が担当し市の環境課、広報課と協議。注射針の回収については平成１７年環境省より

基本医療機関にお願いする旨の文書が出ており、戸田市もそれに基づいてリーフレットを作成している。リー

フレットには「医療機関」「薬局」に、との文言が入っているが４月から外そうか検討しているとのこと。 

また、医師会としては注射針の回収は当たり前にやっている。今更薬局が積極的に行うというのは・・・、とのこ

とで話は終わり。 

野口副会長より、今までも地域貢献の一つとして善意で回収している薬局もあるのでリーフレットの文言はそ

のままで、との認識を示され、出席役員全員同意した。回収薬局リストも市のH Pに載せる方向で調整すること

についても全会一致で賛成された。 

• 学術講演会について鎌田学術研修委員長より予定通り実施する旨の報告あり。 

• 薬薬連携研修会について小澤保険薬局委員長より予定通り実施する旨の報告あり。 

上の2つの案件に対し、両方とも他団体のと共催となるため、共催お届け書類必要であることを確認。 

• 戸田市自立支援型地域ケア会議助言者について、引き続き野口副会長を推薦 

 

2.検討事項 

• 災害時対応マニュアルの周知と戸田市における体制構築のための意見交換  

当会と会員薬局の間で覚書を交わす、会計処理の仕方、会としてのマスクの装丁備蓄個数と各薬局への個

数アンケート実施などについて詳細を話し合った。詳しくは資料参照 

• ステッカーデザインについて 4つのデザインから全会一致でC案を採択。 

• 医薬品の供給問題について、小林化工の全ロット回収でますます混迷の度を深めている。３月に入ってから

アンケートを再び実施することを全会一致で承認。なお、医師会からは、薬剤師会側より文書を作れば流すこ

とができる、とのこと。 

 

3.その他 

• 戸田市薬剤師会活動確認  

• 新型コロナ治療薬について、ラゲブリオの取り扱いが不透明との話題あり。引き続き県薬からの情報はタイムリ

ーにわかりやすく案内することとする。 

• フードバンクについて、富士薬局からご協力いただいた。今後も会を通さずここに行って頂きたいとのこと。 

• 川口市の F A X取り扱いについて、会員から声が上がったことを芹澤副会長より発言あり。日薬や厚労省も、

「受益者負担の原則に基づき F A Xを受ける薬局が手数料を払うことは・・・」との見解を示しており、当時その

見解に沿って戸田市薬剤師会でも理事会で「支払う必要はない」と決議され、会員薬局に周知したところであ

る。しかしながら他の市には送れるが、戸田市には F A Xできないという F A X コーナーの対応があり、当会

と川口薬剤師会双方の見解が異なっている。もう一度受益者負担の原則に立ちながらも、処方箋を受け取る

事業者の権利を損なっていないか、議論することを提案したが、次回に持ち越しとなった。 

 

 



決定事項 

●災害時備蓄マスク会として３００個。各薬局何個備蓄できるかアンケート実施 

●薬薬連携のための Web研修会実施 2/25 

●戸田市自立支援型地域ケア会議助言者として野口副会長が推薦された。 

●医薬品の安定供給について再度３月にアンケート実施 

 

検討事項 

●注射針回収の広報 

●医薬品流通の改善 

●災害時マスクの具体的なないお様について会員薬局へのお知らせ 

●学校薬剤師委員会の活性化 

●ホームページの活用 

●地域連携委員会の運用と当会のサポート体制 

●戸田市の薬剤師の掘り起こし 

●新たな会員区分の創設 

●戸田中央 H P 以外の病院との薬々連携 

●地域における麻薬の在庫と処方側との情報共有のあり方 

●会営薬局の設立 

 

 


